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青葉奨学会のホゥエ代表来 日懇談会
―反省 をふ ま え奨 学 生 の審 査 を厳 しく一

ベ トナム子供基金は2002年 9月 28日 、来 日したベ トナム青葉奨学会のグエ ン・ ドク・ ホ

ゥエ代表 を招 き、アジア文化会館 で懇談会 を開催、45名 が参加 しま した。ホ クエ代表は、

ロンアン省 に開校 した避難所兼学校 について報告 したほか、奨学生の選考について新たな

方針 を是案 しま した。

ホゥエ 2002年 4月 に行われた里子訪問ツア

ーでは、里親 20名 が訪越 し、里子に会つたり、

ロンアン省 トゥー トフア郡ロン トゥアン村で

建設 している避難所兼学校を視察 しました。

何よりも嬉 しいのは無事に日程を終えたこと

で、大変成功だつたといえます。

ロンアン省での学校建設の計画は昨年 3月

から始まり、地盤を約 1メ ー トル20セ ンチ高

くしました。今までの洪水の高さ以上です。

最近視察 しましたら、皆さんの支援で建てた

中学校がきつかけで、その地方全部が変わり

ました。洪水のときの避難所でもありますが、

その中学校だけでは収容人数が少ないから、

その辺全部を避難所にするそ うです。政府も

お金をかけて、土地を全部高くしました。真

ん中が中学校です。それから、今埋め立て中

ですが、村の離れた民家を全部あそこに集め

てひとつの町にするんですね。町づくりが出

来るんです。

開校式は9月 5日 に行いました。しかし、私

と駐ホーチミン市スタンフの土肥さんが8月 、

現地を視察したとき、床のコンクリー トの仕上

げが良くなかつたので、全部やり直させました。

しかし、私はまだ安心していませんので、費用
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はまだ 9割 しか清算していません。 1年後、す
べて確認して払 うことにしています。

それから、私がこちらに来る前、青葉奨学

会の事務局と何回も会合を開いて協議 しまし

た。この10年間で成果も挙げましたが、問題

も発見しました。詳 しく追求 して、原因を探

つてみるつもりです。

最初は奨学生が少ないので、徹底的な調査

が出来ました。 しかし、現在 1200人にもなり

ました。ホーチミン市だけでなく、メコンデ

ルタ、中部、北部にも青葉奨学会が進出しま

した。その空間的な問題。それから、スタッ

フが少ないのでどうしても目が届かないこと

があります。皆さんの気持ちを学生に伝える

ことが以前より難 しくなつたことについて、

私はそういう事実を認め、反省 しています。

奨学金をもらつて成長 した学生もいます。

国家のコンクールに出て優勝 した学生、立派

に大学を出て就職できた人もお ります。同時

に弱点にも私たちは気付き始めました。よく

選んだと思つた学生の中に、そ うでない学生

が含まれていることがあります。

原因としては、奨学生が急増 し、私たちの

目が届かないことにあります。それから、最

初の調査が正確でなかつたこともわかりまし

た。また、本人の経済状態が変わつたことも

あります。

奨学生からこういう手紙をもらつたことが

あります。一一青葉奨学会の奨学金をいただ

いて大変助かつています。学校でもちやんと

勉強できたし、大変感謝いたしますが、家の

経済状況が少 しよくなりました。こうい う貴

重なお金は、他の友だちに譲 りたい。だから、

自分の奨学金を是非、もっと困つている友だ

ちにあげてください一一。こうい う手紙をも

らつたとき、私たちは大変感謝 し、とでも喜

びました。 しかし、こうい うこともあ ります。

里親の方はどうしても里子に情が移 ります。

最初は奨学金を出しただけとしか思わなかつ

たのが、だんだん、自分の子のようにかわい

がつてくれました。大学まで面倒をみてあげ

たいと…。その気持ちは私たちもよくわかつ

ています。でも、その 1人の子で継続 したら、

他の優秀な学生、貧 しい学生にチャンスを与

えないことになります。

支援を継続することで、本人が順調に成長

すればいいのですが、大学まで奨学金をもら

えるという安心感を与えて、本人の学力はだ

んだん下がるし、また人格も悪い方に走るこ

とがあります。そこで、皆さんの意見も是非

うかがつて決めたいと思います。

それは、原則として 1年で打ち切ることで

す。これは里親の皆さんにとつてはちょつと

つらいかもしれません。しかし、是非、子ど

もたちのことを考えてやつてください。もち

ろん、その子がふさわしいのだつたら引き続

き奨学金を与えます。ただし、努力 しない子

だったら打ち切つて、本人がもう一度考え直

して、頑張るよう叱咤した方がいいと思 うの

です。それから、他の子に機会を与えます。

つまり、 1年ごとの更新で、優秀であれば継

続、頑張らなければ来年はもらえないことに

なります。そのことをいつも学生の頭の中に

置いたほうが、学生の成長にいいです。

次に、私はときどき出会つたり、新聞記事

で読むことがあるのですが、大変かわいそ う

なケースがあります。例えば、農村の家庭に

4人の子どもがいました。お姉さんと弟 2人

が頑張つて大学に入つたんです。大学には合

格 しましたが、今度は入学金を納めなければ

ならない。そして、自分の家族の状況から判

断して、大学を諦めなければならないことが

あるんです。そうい う子どもたちは、仏様を

拝んで、是非、大学入学をかなえてください、

と祈るんです。

しかし、今は近代社会ですから、仏様もな
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かなか現れません。そ ういう学生が多いんで

す。彼 ら彼女らに、もし奨学金があつたら、

本当に仏様からの贈 り物 として、一生忘れら

れないものになります。私は、もし皆さんの

ご了承があれば、少しずつ、奨学金を、仏様

の贈 り物 として、本当に困つている子どもた

ちのために、是非活用 したいのです。できれ

ば、全国的に読まれている新聞と一緒に手を

組んで支給 したいと考えています。この奨学

金は、学校の先生に限らず、誰でも学生を推

薦できるようにします。その学生をよく知つ

ている人に推薦 してもらい、それを受け入れ

たいと思います。私が期待するのは、本人に

ついて 2ページくらいできるだけ詳 しく推薦

文を書いてもらい、それを読んで支給するか

どうか判断します。

確かに大変な仕事です。 しかし、私たちは

そ ういう困つている、必死に願つている子ど

もたちのためだつたら、苦労してもかまいま

せん。

事務局 里子訪問ンアーのこととロンアン省
での避難所兼学校建設の話、奨学金の支給の

仕方についての話がありました。 3つ 目の話
は計画ですが、『ベ トナム子供基金通信』第

22号 8ページにも書いてあります。それとは

また別に、新聞社と提携 して、まだまだ困つ

ている子 どもたちに何か別な援助のや り方が

ないのかという話が最後にありました。

会場 話を聞いて、非常に私の心中は複雑な
んですが、昨年の 9月 末から10月 にかけて、

里子に会いに行きました。当時、現地スタッ

フだつた高橋佳代子さんに大変お世話になり、

家庭と学校を訪問できました。

今までは、特別な感情とい うのはあまりな

かったんです。手紙のや り取 りだけですから。

今回訪問して、子どもの生活を知ることがで

きましたし、学校の先生も大変ほめていまし

た。そして、より身近な親 と子の感情に浸つ

たんです。私は最後まで成長を見守 りたいと

思 うのです。

それから、その仏様の奨学金については別

枠で寄付させていただけるとい うことであれ

ば、非常に私はありがたいと思います。

ホゥエ お気持ちはよく理解 してお ります。
今後、継続的に面倒を見てあげたい、そ うい

う里親の方がもしいらつしゃつたら、私たち

事務局としては尊重します。 しかし、別にこ
の里子でなくても、もつと困難な状況にある

学生を支援 したいというお気持ちの方は、是

非、私たちにそ う言つてください。本当に困

つた学生に奨学金を渡したいと思います。

事務局 これまでよりも審査を厳 しくするが、
里親の希望は尊重するとい うことですね。

会場 成績で判断して奨学金を支給した方が
公平だと思いますが。

ホゥエ そのご意見には賛成です。 しかし、
こうい う不公平なことがあります。金持ちの

子どもは、大体塾に通つています。 しかし、

貧乏な子どもは皆さんが想像できないくらい

です。そうい う子 どもについては、成績だけ

で決めると本当に不利です。青葉奨学会 とし

ては、優秀な学生、それから、性格が素直で

友だちと助け合い、規孝行する、そ うい うこ

とを総合的に判断したいと思つています。

事務局 ホゥエさんが最後に話 した、新聞社
と協力 して、仏様のような奨学金、新 しくそ

うい うのができないかとい うことですが、も
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う少 しご説明ください。

ホゥエ これまでに何回も提携 している「ト
イチェー新聞」、それは共産青年団が発行 し

ていますが、汚職の批判までやつてお り、す

ごく元気です。国民の信用があるんですね。

ホーチミン市の新聞ですが全国的に有名です。

この新聞社は大変いい計画を 1年に 2回行つ

ています。例えば、今回は南部、次は中部、

北部 といつた具合に、各地方の親孝行な、優

秀な学生を選び、ホーチミン市に集めて、賞

状、奨学金、賞品を贈っています。 1回 400
～500人ずつ、各地方から選抜 しています。

例えば、田舎の子どもが一生懸命勉強して、

お父さんお母 さんが苦労もして、大学に合格

したとします。 しかし、学費がなくて大学に

入学できないことがあります。そうい う場合、

金額は制限しないで、学費を新たなスター ト

のとき贈 りたい。本人が町に出たらアルバイ

トして自立できますが、田舎から町に出るの

は難 しいです。問題はスター トなのです。も

ちろん報告はしますが、ケースバイケースで、

金額も任せてほしいのです。

これは大変です。 しかし、その代わり意味

があります。

事務局 ホゥエさんの提案は意味のあること
で、いいことだと思います。ただ、ベ トナム

子供基金への寄付金額についていいますと、

当基金は1995年 6月 から始まりましたが、こ

こ 2～ 3年、だんだん会員が減る傾向にあり

ます。極端にすぐ困るという状況ではありま

せんが、それほど余裕があるとい う現状でな

いことは確かです。

ホゥエ 基金がだんだん減っていくことは、
確かに考えなければなりません。 しかし、減

つていくから変えなければならない。こうい

うことは、や りがいがあります。 自分が疲れ

ても、子 どもたちの喜びで苦労が解消されま

す。基金が減つていくことは考えなければな

りませんが、もつといい質にしなければ会員

も増えないのではないでしょうか。

ベ トナム青葉奨学会沖縄委員会事務局 奨学
生の選考方法については、とても面白い提案

だと思います。ただし、沖縄も、大幅に支援

数を増やすということはとても出来ないとい

う状況があります。ですから、実験的に、例

えば、あるひとつの県で呼びかけてみると。

申し込みがあつた場合には、ベ トナム側の事

務局がある程度状況を把握できるような形で

とりあえず 1回やつてみるというような形で

あれば、面白いかと思うんですが。

ホゥエ その意見はもつともなことです。す
ぐ全部やることは難しい。もし皆さんのお許

しがあれば、現在の奨学生1200人のうち、 3

割ぐらいそういう形でやつてみて、成果を判

断してまた来年、皆さんから意見を聞いて拡

大するかどうか決めるんですね。そういう形

にしたいです。

事務局 先ほどある地域で200～ 300人 とか、
1年に限つてと言われましたが、その地域に

里子がいる里親は、非常に親しくなつても継

続できないのですか。

ホゥエ ですから、今1200人の奨学生がいま
すが、まず里親のご希望があれば、例えば、

300～ 400人 が継続で、残 りの800人 で実験的

にやらせてもらいたいと思います。

事務局 それでは、本日はわざわざお集まり
いただきましてありがとうございました。こ

の辺で閉会させていただきたいと思います。
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国際協カフェスティバルに初出展

ベ トナム子供基金は10月 5、 6日 の 2日 間、

東京の日比谷公園で開催 された 「国際協カフ

ェスティバル2002」 (主催 :同実行委員会、

共催 :国際協力事業団ほか)に初出展、活動
内容を紹介 しました。

子供基金のテン トでは、パンフレッ トや

『ベ トナム子供基金通信』などを配布 したほ

か、 4月 に行われた 「ホーチミン市里子訪問

ツアー」の写真パネル (提供 :河合孝氏)な
どを展示 しました (写真上)。

見学者は、様々な質問を投げかけました。

「どのような活動をしているか」 「奨学金の

支援のほかに何ができるのか」 「ベ トナムの

就学率は ?」 「ス トリー トチル ドレンの定義

は ?」 十一。即答できないほどの詳 しい情報

を求める方も訪れ、NGOの 活動に対する関
心の高さを実感 しました (写真中)。

また、ビデオカメラでのインタビューも受

けました。取材 したのは、下福田中学校 (神

奈川県大和市)の 1年生、山下美紗さんと石

川せ りさん。 「総合的な学習の時間」でNG
Oの活動をクラスのみんなに紹介するのだそ

うです。国際協カフェステ ィバルについて

「いろんな国の食べ物や雑貨があつておもし

ろい」と言 う2人は、積極的に各NGOの テ
ン トに飛び込んで行きました。

ベ トナム関係のNGOを 探 してやってきた
のは、AFS日 本協会による短期留学プログ
ラムで来 日したベ トナムの高校生 3人 (写真

下)。 3週間の日程で日本の家庭にホームス

テイしていたそうです。

子供基金は来年も出展する予定です。みな

さんのお越 しをお待ちしてお ります。

左から :様々な質問を投げかける2人の見学者と

質問に答える運営委員

左から :ゴー・チ・フックさん、グエン・ダン・

グエット・フンさん、ルー・チ・ ビック・ゴック

さん、前列中央 :AFS日 本協会ボランティアの
光原紘子さん、右 2人 :子供基金事務局

初出展 した子供基金のテント

5



規約改定 組織整備 と活動の充実のために

旧規約は、ベ トナム子供基金が発足 した 1995年 6月 に定めたものです。その後、当基

金は会員 も増え、活動の内容 も発足 当初 に較べ ると広が りを見、それに伴い組織 を整

えなければな らな くな りま した。 旧規約では会員総会が行われていなかつた り、実施

事業や運営委員会 に関す る規定があいまいだつたため、運営委員会は、旧規約第人条

にもとづき、今回の新 しい規約を制定 しま した。 (前事務局長・南康雄 )

(名称)                 第七条 会員総会は、議決権を持つ会員の三

第一条 本基金は、 「ベ トナム子供基金」と 分の一以上の出席をもつて成立する。
称する。                  (運 営委員会 )

(連絡先)                第八条 本基金を運営するために運営委員会
第二条 本基金は、連絡先を東京都文京区本  を置く。
駒込 2丁 目12番 13号アジア文化会館内に置く。 第九条 運営委員会は会員総会によつて承認
(目 的)                 された運営委員により構成 される。

第二条 本基金は、経済的理由により教育を 第十条 運営委員の任期は二年とするが、再
受ける機会に恵まれないベ トナムの子供たち 任を妨げない。
に対 して奨学金を支給 し、また教育環境を整 第十一条 本基金に運営委員会が選出する代
備・改善することを目的とする。       表 1名 、事務局長 1名 を置く。
(事業)                 第十二条 代表は本基金を代表 し、運営委員
第四条 本基金は、第二条の目的を達成する 会の委員長を兼任する。
ために次の事業を行 う。           第十三条 事務局長は本基金事務局の運営を
1.ベ トナムの子供たちのために奨学金を募 行い、必要に応 じて代表を代行する。
る。                    (監 査 )

2.ベ トナムの子供たちに必要な教育乗境の 第十四条 本基金の明瞭かつ円滑な運営のた
設備 。改善のための基金を募る。       めに二名の監査を置く。

3.こ の基金をもつて 「ベ トナム青葉奨学  (規約の変更 )
会」及びその他の組織を支援する。      第十五条 本規約を変更するためには会員総
4.その他、目的を達成するために必要な事 会において出席 した会員の過半数の同意を得
業を行 う。                 ることを要する。

(会員)                  (施 行細則)

第五条 本基金は、第四条の事業に賛同する 第十六条 本規約の施行に関する細則は、運
会員をもつて構成する。           営委員会が定める。

(会員総会)                (補 則 )

第六条 本基金は、会員において構成される 第十七条 本規約は、2002年 10月 19日 より施
会員総会を会計年度毎に一回開き、必要に応 行される。
じて臨時総会を開く。
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第 4期運営委員 日監査 (2001年 6月

代   表  近藤  昇    委
事務 局長  飯 田博康
監   査  岡村  進

南  康雄
委   員  今井 幸恵

小河原 理 恵

3日 ～2003年 6月 2日 )

員  小 沢玲子    委
窪 寺裕 子

土井敏 邦

中原 和夫

中村  仲
原  二郎

員  藤 田政 弘
本 問 き く

望 月 良憲

渡辺 明美

(50音 順 )

十日 規 約

(名称 )

第一条 本基金は、「ベ トナム子供基金」と
称する。

(連絡先 )

第二条 本基金は、連絡先を東京都文京区本
駒込 2丁 目12番 13号アジア文化会館アジアセ

ミナー室内に置く。

(目 的)

第二条 本基金は、経済的理由により教育を
受ける機会に恵まれないベ トナムの子供たち

に対 して奨学金を支給することによつて、ま

た教育環境を整備・改善することによつて教

育が受けられるようにすることを目的にする。

(事業 )

第四条 本基金は、前条の目的を達成するた
めに次の事業を行 う。

司.ベ トナムの子供たちのために奨学基金を

集める。

2.ベ トナムの子供たちに必要な教育環境の
整備 。改善のために基金を募る。

3.募った基金は、ホーチミン市にある「べ

トナム青葉奨学会」に送 り、上記 2項 目の趣

旨を実現する。

4.基金は第二条の目的のために運用される
ように、責任をもつて管理する。

5.そ の他、目的を達成するために必要な事
業を行 う。

(寄付金 )

第五条 本基金が受ける寄付金は次の通 りと

する。

1.一般基金 年額一日 (一人分)12,000円 、
里規基金 年額一口 (一人分)20,000円 とす

る。

2.そ の他の寄付は、金額・回数共に自由と
する。

(経費 )

第六条 本基金の事業遂行に要する費用は、
本会が受ける寄付金からの一定額をもつて支

弁する。

(運営委員会 )

第七条 本基金を運営するために運営委員会
を置く。運営委員会は会員の互選による若干

名の委員で構成され、次の役職を置く。任期

は 2年 とするが、再選を妨げない。

代表  1名
会計 1名
監査  1名
(規約の変更 )

第八条 本規約を変更するためには運営委員
会委員の 2/3以 上の同意を得ることを要す
る。

(施行細則 )

第九条 本基金の施行についての細則は、運
営委員会の議決を経て定められる。

(補足 )

第十条 本規約は、1995年 6月 3日 より施行
される。
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今でも心の支え 日本留学のカンくん、里親 と固い握手

「里親にお礼を言いたい」――。静岡市の日

本語学校に通 うグエン・ コンク・カンくん

(19歳 )は、ベ トナム青葉奨学会の元里子で、

今年 4月 に来 日した。ベ トナム子供基金の会

員で元里親だつた黒羽宏 さんに会いたいとの

願いが、■月 10日 、実現 した。

カンくんはホーチミン市で高校の 3年間、

黒羽さんの支援を受けていた。 「里親の支援

には本当に感謝 しています」。彼は、そう言

つて両手を自らの胸に重ねた。

よく晴れた日曜日の正午、カンくんと黒羽

さんは静岡駅で待ち合わせた。初対面の二人

は最初、少 し緊張していたようだつたが、喫

茶店でコーヒーを飲みながら言葉を交わす う

ち次第にうち解けていつた。カンくんは日本

語で感謝の気持ちを伝えた。

カンくんは高校卒業後、ホーチミン市の ド

ンズー日本語学校で半年間日本語を学び来 日、

大学に入るため、日本語の勉強を続けている。

帰国したら自分で会社を経営したいというカ

ンくんは、大学院まで進み、いつたん日本で

就職 して経験を積みたいと抱負を語る。

私費留学生である彼は、学費を稼ぐため、

週 3日 のアルバイ トに忙 しい。最近は、勉強

時間を確保するため、アルバイ トを少 し減 ら

したそうだ。休 日は何をしているのか聞くと、

「休みの日は眠りたいです」

日本に来て新たに友達もできた。 日本語学

校では、ベ トナムのほか、中国や韓国などか

らの留学生が学ぶ。彼 らとは日本語で会話す

るのだという。 日本語が上達するにつれ、友

情もさらに深まつていくのだろう。

家族と離れて生活するカンくんだが、日本

にも彼を気遣ってくれる人がいてくれること

カンくん と黒羽さん

黒羽さんはカンくんに図書券をプレゼン ト

を確認 して、ちよつと安心したに違いない。

別れ際、黒羽さんと握手する彼を見て、そ う

思つた。 (編集部 )

お二人の封面は、ベ トナム子供基金が設定し

ました。茨城県にお住まいの黒羽さんには、

鉄道で東京までお越 しいただき、事務局の 3

名 とともに車で静岡に向かいました。
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留学の成功を祈って

黒 羽 宏

静岡駅で初めて会つたカンくんは、プロフ

ィールにあつた写真よりも成長 してお り、少

しはにかんだ様子で、私 との対面を笑顔で喜

んでくれました。静岡市内のベ トナム料理店

で昼食となると、久しぶ りの故郷の味に緊張

も解けたのか、会話がはずみました。

「黒羽さんは、どうして私に奨学金を出し

てくれましたか」とい う彼の問いに、 「ベ ト

ナム旅行で、君の国が好きになつたこと、そ

のベ トナムが良い国に発展するよう、君に頑

張つてもらいたいから。そして君には、自分

だけが豊かになるためでなく、多くの人のた

め、国の発展のためにしつかり勉強して欲 し

いから」 と、私は答えました。このようなこ

とを、日本の若い人に「説教」すれば、 「き

れいごと」と、しらけられてしまいそ うです。

しかし、今後大きな可能性のある国の、希望

にあふれる青年を前に、こうした期待を話す

ことに違和感はありませんでした。

ベ トナムも、今後の発展により様々な変化

をしていくのでしょう。カンくんのような若

者の気質もまた違ったものとなつていくのか

も知れません。まだ 「モノの豊かさ」を経験

していない国の人に、 「ほんとうの豊かさと

は」と、問 うことはできません。 しかし、彼

には、物質的には豊かな日本で学びつつも、

日本やアメリカとは、また違った発展の仕方、

到達点をも探 りつつ頑張つて欲 しいと思いま

す。

つい先 日、カンくんは、日本語検定試験で

東京に来たついでに、私の住む茨城を訪ねて

くれました。その際、 9月 に茨城県 。ベ トナ

ム子供基金を立ち上げた植田さんに、勤務先

の高校を案内してもらいました。また、東海

村の知人宅におじゃまし、お茶をごちそ うに

なりました。ともに元教師であつたご夫婦は、

カンくんの礼儀正 しさ、素直さに感心 してい

ました。カンくんには、学問上での交流だけ

でなく、こうした様々な人たちとの出会いも、

たくさん経験 して欲 しいと思います。彼の留

学の成功と、帰国後のベ トナムでの活躍を祈

るばかりです。 (く ろは ひろし)

里親と里子から父と子ヘ

グェン・コック・カン

里親の黒羽さんと初めて会つたあと、電話

で連絡を取 り合っています。黒羽さんは、こ

れからは私の日本語会話の上達のための手伝

いをしましょう、と言つてくれています。ま

た、黒羽さん自身、ベ トナム語を勉強 したい

とも言つています。

これからは毎週、電話か電子メールで連絡

を験 り合 うことになりました。これからはこ

れまで以上に、父と子のように近い関係にな

るでしょっ。 (ぐえん こつく かん)
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■ 4月 に開催 した里子訪問ツアーに参加された

吉田勉氏か らご寄稿いただきま した。 (編集

部 )

ベ トナムに想 う

吉 田  勉

思えばわたしの青春はベ トナムとともにあ

りました。ベ トナム戦争がエスカレー トして

いつたとき、わたしは多感な青年でした。ア

メリカから54万人もの兵士が東洋のちつちゃ

な国ベ トナムにやつてきて、近代兵器の粋を

尽くしてイン ドシナ半島をどうして絨毯爆撃

しなければならなかつたのか。わたしは東京

でサークルを作 り学習会を持ちました。集ま

つた若者は中小企業で働 く人たちでした。働

く若者 とともにベ トナム戦争について勉強し、

そして戦争に反対しました。米軍は日本の基

地から飛び立ってベ トナムを爆撃 していまし

た。 日本ははつきりとベ トナムヘの 「加害

者」の立場にあつたことも、私たちの関心を

大きくしていました。

圧倒的な兵力の差がありながら、アメリカ

に支えられた南ベ トナム愧TFE政権は崩壊 し、

アメリカ軍は敗退 し、1975年 4月 30日 ベ トナ

ム人はアメリカに勝利 しました。感動的な事

件でした。

それから四半世紀、ベ トナムは紆余曲折を

経ながらも近代化の努力をしてきました。ひ

ところ、日本の投資家たちもベ トナムの工業

化に期待を寄せながら、国の規範がまだ確立

されていないことから、やや下火になつたと

はいえ、ベ トナム人の勤勉 さと工業化のポテ

ンシャルは世界の注目を浴びています。

ベ トナム戦争に関心をもつていた人には、

ベ トナムにある種の 「思い入れ」があると思

います。わたしも数年前、 「ベ トナム子供基

金」の記事を新聞で見て、すぐ入会 しました。

わたしは仕事柄世界中を回つています。世

界には私たちの想像もつかない貧困があるこ

とを知 りました。イン ド、パキスタン、バン

グラディシュ、カンボジア、イン ドネシア、

フィリピンそしてベ トナム…。多くのアジア

の途上国といわれる国々には、十分に栄養の

取れない子どもたちが街に、スラムにたむろ

しています。海外支援をボランティアで行 う

とき、ひとりができる範囲はごく限られたも

のです。ささやかな支援をする国にベ トナム

を選んだのは、その 「思い入れ」があつたか

らでしょう。

前回、カマウの南に住む里子に逢いに行き

ました。車で数時間走 り、フェリーに何度も

乗つて、ボー トでたどり着いた里子の家は、

水道もなく、雨水をかめにためて使つていま

した。電気もごく最近来たとい うことです。

今回、ホーチミン市の里子の家を訪問しま

した。 トタン屋根で、クーラーもないので夏
の暑さが思いや られました。ホーチミン市は

訪問するたびに近代的になつていきます。大

きなビルもでき、車の通行も多くなりました。

近代化は間違いなく進んでいるようです。た

だ、底辺に生きる人々の生活はあまり変わつ

ていないようです。一方ではテレビや電気冷

蔵庫な どを持つ人が

多 くなる反面、貧 し

い人たちは近代化に

取 り残 され、ますま

す貧困感が大きくな

つているのです。

これか らも里子を

通 してベ トナムの将

来を見守 りたい と思

っています。

(よ しだ つとむ )
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=第 3回 里子訪間ツアー〈ハノイ〉のご案内=
ベ トナム子供基金は、2002年 4月 の里子訪問ツアーに引き続 き、2003年 も同ツアー

を企画 します。今回は、ベ トナムの首都ハ ノイを訪れ、現地 NGOも 見学 します。ま
た、当基金の活動を積極的に PRす るために、会員以外の参加者 も募集する予定です。
ハノイでの日程終了後、ホーチミン (HCM)市 訪問を加えた合計 8日 間のコースも用
意してお ります。詳細は、別紙案内をご参照ください。

里子訪間ツアーの概要

添 乗 員

2003年 4月 4日 (金 )～ 8日 (火 )=基 本 5日 間コース
2003年 4月 4日 (金 )～ H日 (水 )=オ プシ ョン 8日 間コース
9万 5000円 (会員)=基 本 5日 間コース
12万 5000円 (会員)=オ プシ ョン 8日 間コース
最小催行人数 10名 (最大 15名 )

(株 )ピ ース・イン・ツアー (東京都知事登録旅行業第3-3570号 )

電話 03-3207-3690 担当・鈴木努

参加者 10名 以上の場合、同行。

事務局か らも 1名 が同行す るほか、現地 日本人スタンフも合流する予定。

日 程 スケジュール :基本 5日 間コース

4月 4日 (金 ) 成 田国際空港に集合、ベ トナム航空直行便にてハ ノイヘ

4月 5日 (土 ) ハ ノイ市内観光、教育関連施設 (学校な ど)訪問予定

4月 6日 (日 ) ハ ノイ在住奨学生 との懇親会、 自由行動 (里 子の家庭訪問な ど)

4月 7日 (月 ) 自由行動 (※ オフ
°
ショナルツアー:ハ ロン湾 日帰 り、バ ッチャン半 日な ど)

4月 8日 (火 ) 朝食後、空港へ。ベ トナム航空直行便にて成 田ヘ

「基本 5日 間コース」にHCM市 訪問を加 えた 「オプシ ョン 8日 間コース」の概要は、
次の とお りです。

4月 8日 (火 ):空 路HCM市 へ。 ドンズー 日本語学校 を訪問。
4月 9日 (水 ):自 由行動 (※ オフ

°
ション:市 内観光、里子 との面会、 ロン トゥア ン村訪

問 )

4月 10日 (木 ):自 由行動。夜、ホテル集合、ベ トナム航空直行便にて成 田ヘ

4月 H日 (金 ):早 朝、成 田国際空港に到着

※上記 スケ ジユー ル は、利用交通機 関の都 合、天候 、その他 の事 由によ り変更 され る

可能性が あ ります。 あ らか じめ ご了承 くだ さい。
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事 務 局 よ り

明けましておめでとうございます。昨年も

いろいろお世話になりました。今年もよろし

くお願いします。

今年も里子訪問ツアーを行います。昨年の

ホーチミン市に続き、今年はハノイを訪問し

ます。ハノイに里子のいない方の参加も歓迎

です。ハノイのNGO施 設も訪問して、北部
の子どもたちの置かれた状況を見たいと思い

ます。

個人でベ トナム旅行をされる方も多いと思

います。里子に会つたり、青葉奨学会を訪問

したい方は前もつて連絡いただければ、アレ

ンジをさせていただきます。

皆様のお手元に、書き損じのハガキ (未使

用なら古いものでも可)、 お使いにならない

記念切手などがありましたら、郵便でお送り

いただければ幸いです。書き損じハガキは郵

便局で切手に代え、当基金で役立たせていた

だきます。

2000年 7月 から事務局長を担当してまいり

ましたが、運営委員の飯田博康さんにバ トン

タッチします。わたしは事務局長をやる前か

ら里子からの手紙の翻訳のお手伝いをしてい

ました。最近感 じることは、以前の里子の手

紙は、かなリパターン化した手紙が多かった

のですが、このごろの手紙はだんだん内容が

豊かになりつつあります。里親の方 と、里子

の交流が深まつているのだと思います。もつ

ともその分、文章が複雑にな り、翻訳者 (現

在 5名 )も 苦労していますが、うれ しい悲鳴

です。 (南 )

会員の皆様へ :本通信への投稿を歓迎いたし

ます。当基金の活動や本通信について、ご意

見・ご感想をいただければ幸いです。原稿は

郵便 。電子メールで受け付けてお ります。な

お、原稿をお送 りくださる際は、連絡先も必

ず明記 してください。 (編集部 )

領 収 書 送 付 に つ い て

これまで皆 さまか らお送 りいただいた支援 につきましては、その都度領収

書を発行 してまい りましたが、業務の簡素化、通信費の削減のために2003年

4月 1日 より、郵便振替は郵便局の受領証、銀行振込は銀行の送金明細票 を

もちま してベ トナム子供基金の領収書のかわ りとさせていただきたい と思い

ます。

また確認のために、年 4回発行す る 「ベ トナム子供基金通信」紙上にも、

お送 りいただいた方のお名前 と送金月を掲載いた します。 もし、これまで と

同 じよ うに領収書を必要 とする場合は、その旨お知 らせいただければお送 り

いた します。

ご理解 ご協力 くださいます ようお願いいた します。
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